
自治会の在り方等検討プロジェクトチームの報告等について

１．会議開催等の状況

　　　・H30.5　PT設置

　　　・H30.6.25～R1.8.22　計１０回開催（H30年度　６回　R1年度　４回）

　　　・H30.12.27　中間報告書公表

　　　・R1.9　最終報告書取りまとめ

　　　・R1.10　PTリーダーから最終報告書を市長へ提出　コミ協会長、連合自治会長、議員、庁内へ配布・周知

　　　・R1.10～　自治会ハンドブック（仮称）の作成開始

　　　・R1.11　自治会加入促進月間

　　　・R1.11～　自治会再生支援事業を地域と協議

２．最終報告書の主な内容

３．本市の対応案

①自治会とは

•起源と特性

•高松市の現状

•加入率低下の要因

②自治会の再生に向けて

•「魅力ある自治会」に近

づくための論点整理

•必要性が感じられる自

治会とは

•負担軽減や信頼性を

高める取組み

③行政から地域への依

頼業務等

•依頼ルートの整理や内

容の分類

•依頼の必要性など見直

しに当たっての留意点

④「魅力ある自治会」に

近づくための地域・行政

の取組み

•「自治会ハンドブック(仮

称)」の作成と研修

•マイタウンアドバイザー、

サポーターの配置

•自治会チャレンジ事業

•自治会の「活動」・「人」

のPR

中間報告書の内容

入りたい、入っていてよかった 魅力ある自治会を目指して（最終報告書）

〇最終報告書を踏まえ、自治会再生に向けた新たな支援策を検討し、順次、可能なものから実施する。

〇第３期まちづくり戦略計画に新規の重点取組事業として計画を登載する。

〇行政から地域への依頼業務等の見直しを検討する。
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